
【
論
点
①
】
取
り
組
み
の
周

知
や
意
識
醸
成
の
図
り
方

◦
学
校
教
育
の
場
や
、様
々

な
団
体
を
通
じ
、
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
周
知
で
き

る
方
法
を
検
討
す
る
。

◦
市
民
一
人
一
人
が
自
発

的
に
、
あ
ら
ゆ
る
方
々

に
対
し
、
恒
久
平
和
の

実
現
を
発
信
で
き
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。

【
論
点
②
】
具
体
的
な
行
動

を
促
す
こ
と
自
体
が
多
様

な
価
値
観
や
感
性
を
阻
害

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
。

◦
宣
言
文
の
位
置
づ
け
や

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

検
討
会
議
と
共
に
十
分

検
討
し
た
い
。

飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

の
策
定
に
つ
い
て

５
月
20
日
（
報
告
事
項
）

市
は
、
平
成
28
年
３
月
、

飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

を
策
定
し
た
。
こ
の
件
は
、

１
月
の
当
委
員
会
で
協
議

さ
れ
、
委
員
会
と
し
て
の

意
見
を
示
し
て
お
り
、
そ

の
検
討
結
果
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
た
。

▪
委
員
会
意
見
と
対
応

①
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト

に
「
本
物
」
と
い
う
表
現

の
記
載
が
必
要
か
検
討
す

る
こ
と
。

◦
飛
驒
高
山
の
暮
ら
し
や

風
土
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
産
物
を
大
切
に
磨
き

上
げ
て
い
く
こ
と
と「
本

物
と
は
何
な
の
か
」を
追

求
す
る
こ
と
が
ブ
ラ
ン

ド
力
を
高
め
る
こ
と
に

も
な
る
と
考
え
、
素
案

の
と
お
り「
本
物
」を
採

用
し
た
。

②
「
平
和
」
に
関
す
る
取

り
組
み
の
記
載
が
必
要
か

検
討
す
る
こ
と
。

◦
国
内
外
を
問
わ
ず
社
会

が
平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
、

人
や
モ
ノ
の
往
来
や
交

流
と
い
っ
た
活
動
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
そ
う
し

た
活
動
を
通
し
て
飛
驒

高
山
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
・

価
値
を
広
く
発
信
で
き

る
こ
と
か
ら
、
平
和
実

現
の
た
め
の
施
策
は
大

切
と
考
え
、
素
案
の
と

お
り
採
用
し
た
。

【
論
点
①
】「
本
物
」
と
い

う
言
葉
は
、
も
の
づ
く
り

ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る
上
、

同
時
に
「
偽
物
」
と
い
う

言
葉
を
つ
く
る
こ
と
に
な

る
。
広
範
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
活
動
・
自
由
な
経
済

活
動
の
阻
害
も
懸
念
さ
れ

る
が
。

◦
分
か
り
や
す
い
表
現
が

必
要
と
考
え
、
採
用
し

た
。「
本
物
」
を
使
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か

ら
漏
れ
て
し
ま
う
も
の
、

そ
う
い
っ
た
も
の
づ
く

り
を
す
る
に
当
た
っ
て

意
欲
を
失
う
こ
と
の
な

い
よ
う
丁
寧
に
対
応
し

て
い
く
。

【
論
点
②
】「
平
和
」
が
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
の
ツ
ー
ル
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
は
。

◦
こ
う
い
っ
た
個
別
の
計

画
全
て
に
、平
和
へ
の
取

り
組
み
を
入
れ
る
こ
と

が
妥
当
と
は
言
え
な
い

が
、当
計
画
に
お
い
て

は
、誤
解
の
な
い
よ
う
丁

寧
に
説
明
し
て
い
く
。

▪
自
由
討
議

特
に
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ

プ
ト
の
在
り
方
の
議
論
が

な
さ
れ
、
研
究
課
題
と
し

て
取
り
上
げ
、
進
捗
に
注

視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

高
山
市
海
外
戦
略
の
見
直

し
に
つ
い
て

５
月
20
日
（
報
告
事
項
）

市
で
は
、
平
成
28
年
３

月
、戦
略
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
同
様

に
、
１
月
の
当
委
員
会
で

協
議
さ
れ
て
お
り
、
委
員

会
と
し
て
示
し
た
意
見
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

対
す
る
検
討
結
果
に
つ
い

て
、
報
告
を
受
け
た
。

▪
委
員
会
意
見
と
対
応

「
平
和
」
に
関
す
る
取
り

組
み
の
記
載
は
必
要
か
再

検
討
す
る
こ
と
。

◦
飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
と
同
様
に
、
前
提
と

し
て
の
平
和
の
大
切
さ

に
よ
り
、
素
案
の
と
お

り
採
用
し
た
。

▪
パ
ブ
コ
メ
意
見
と
対
応

医
療
イ
ン
フ
ラ
に
対
す

る
視
点
が
欠
け
て
い
る
。

医
療
機
関
や
従
事
者
の
多

言
語
対
応
の
強
化
を
進
め

て
欲
し
い
。

◦「
外
国
人
観
光
客
の
受
入

体
制
の
強
化
」に
関
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、「
医

療
機
関
・
従
事
者
の
多

言
語
対
応
の
強
化
」を
行

う
こ
と
と
し
、
追
加
記

載
す
る
。

【
論
点
①
】イ
ス
ラ
ム
圏
等
、

文
化
・
宗
教
的
背
景
を
持

つ
観
光
客
へ
の
配
慮
は
。

◦
民
間
の
方
々
と
共
に
、

徐
々
に
サ
ー
ビ
ス
を
拡

大
し
て
い
る
。

【
論
点
②
】
外
国
人
観
光
客

に
対
す
る
医
療
・
防
災
体

制
の
充
実
と
対
応
状
況
は
。

◦
一
部
の
病
院
施
設
で
は

外
国
語
対
応
の
取
り
組

み
も
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、交
通
事
業
所
・
警
察
・

病
院
・
宿
泊
施
設
等
と

検
討
を
急
ぎ
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
等
に
着
手
し

て
い
く
。

※
平
和
都
市
宣
言
文
案
・

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
・
海
外

戦
略
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
広
報
た
か
や
ま（
４

／
15
号
・
５
／
１
号
）を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

高
山
市
平
和
都
市
宣
言
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
４
月
20
日
（
報
告
事
項
）

市
で
は
、
平
和
都
市
宣

言
検
討
会
議
を
中
心
に「
高

山
市
平
和
都
市
宣
言
」
向

け
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
そ
の
主
な
内
容
に

つ
い
て
、
報
告
を
受
け
た
。

【
概
要
】

検
討
会
議
は
市
民
22
人

で
構
成
さ
れ
、
平
成
27
年

９
月
よ
り
検
討
を
重
ね
、

こ
の
た
び
宣
言
文
案
を
作

成
さ
れ
た
。

文
案
は
、
４
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
、
市
民
意
見

を
募
集
し
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
再
検
討
さ
れ
、
市
に

提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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